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二
月
二
十
九
日(

土)

に
開
催

予
定
だ
っ
た
「
第
二
十
一
回
ラ

ベ
ル
関
連
ミ
ニ
機
材
展
」
は
、

過
去
最
大
の
三
十
一
社
が
出
展

を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
中

国
の
武
漢
か
ら
発
生
し
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
一

転
中
止
と
な
り
ま
し
た
。 

                         

 

今
回
は
小
ラ
ベ
ル
組
合
、
正

札
シ
ー
ル
組
合
、
神
奈
川
シ
ー

ル
組
合
の
関
東
三
協
組
に
よ
る

初
の
合
同
開
催
と
銘
打
っ
て
、

早
々
と
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、 

出
展
三
十
社
、
来
場
者
三
百
人

を
目
標
に
準
備
を
進
め
、
出
展

社
も
目
標
を
上
回
る
三
十
一
社

と
な
り
、
あ
と
は
開
催
を
待
つ

だ
け
と
な
り
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
ご
承
知
の
通
り
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
あ
っ

と
い
う
間
に
日
本
国
内
に
も
広

が
り
、
天
皇
誕
生
日
の
一
般
参

賀
の
中
止
や
、
東
京
マ
ラ
ソ
ン

の
一
般
参
加
者
の
取
り
や
め
が

発
表
さ
れ
、
こ
れ
に
追
随
す
る

形
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
展
示

会
の
中
止
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
た
め
委
員
会
で
は
開
催

の
中
止
か
強
硬
か
に
つ
い
て
出

展
者
に
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う

な
ど
し
ま
し
た
が
、
最
終
的
に

中
止
と
い
う
苦
渋
の
決
断
に
至

り
ま
し
た
。 

 

今
後
に
つ
い
て
は
現
在
三
協

組
で
協
議
し
て
い
ま
す
が
、
十

月
の
年
次
大
会
東
京
大
会
の
翌

日
に
開
催
と
い
う
案
も
出
て
い

ま
す
が
、
今
後
さ
ら
に
検
討
が

加
え
ら
れ
、
近
い
う
ち
に
結
論

が
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
予
定

で
す 

 
 

    

昨

年

十

二

月

八

日

に

初

め

て
中
国
で
発
症
が
確
認
さ
れ
世

界
中
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
そ
の
後

二
か
月
も
し
な
い
う
ち
に
南
極

大
陸
以
外
の
世
界
中
に
広
が
り
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
兆
し
を
見
せ
、

い
ま
だ
に
収
束
の
目
途
は
立
っ

て
い
ま
せ
ん
。 

 

当
組
合
で
も
ラ
ベ
ル
関
連
ミ

ニ
機
材
展
や
支
部
会
な
ど
が
相

次
い
で
中
止
ま
た
は
延
期
と
な

り
、
今
後
さ
ら
に
組
合
事
業
に

も
影
響
が
出
る
も
の
と
見
ら
れ

て
い
ま
す
。 

 

す
で
に
観
光
産
業
で
は
中
国

人
旅
行
者
の
大
幅
減
少
に
よ
り
、

ホ
テ
ル
、
旅
館
、
土
産
物
店
な

ど
に
大
き
な
影
響
が
出
て
お
り
、 

日
本
経
済
に
大
き
く
貢
献
し
て

い
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
赤
信
号

が
灯
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
っ
て
、
シ
ー
ル
・
ラ
ベ

ル
印
刷
業
界
に
ま
だ
具
体
的
な

影
響
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
す

で
に
大
手
企
業
で
は
テ
レ
ワ
ー

ク
の
実
施
や
時
差
通
勤
の
奨
励 

     

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
は
従

業
員
な
ど
が
感
染
し
た
場
合
な

ど
の
対
応
に
つ
い
て
問
い
合
わ

せ
が
来
て
い
る
組
合
員
も
あ
る

よ
う
で
す
。 

 

こ
れ
に
つ
い
て
は
教
育
経
営

委
員
長
の
清
宮
和
夫
氏
は
「
Ｇ

Ｐ
認
定
工
場
を
す
で
に
取
得
し

て
い
る
企
業
は
問
題
は
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
組

合
員
に
は
、
『
Ｂ
Ｃ
Ｐ(

事
業
継

続
計
画)

』
に
沿
っ
て
対
応
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
ま

さ
に
こ
う
い
う
緊
急
時
の
た
め

の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も

何
回
も
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て

き
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機

会
に
自
社
の
事
業
継
続
計
画
を

立
て
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
て
い

ま
す
。 

 

ま
た
、
組
合
に
は
「
緊
急
時

相
互
委
託
生
産
協
定
」
を
北
海

道
と
九
州
の
組
合
と
締
結
し
て

い
る
の
で
、
こ
れ
も
併
せ
て
活

用
し
て
緊
急
事
態
に
対
応
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
し
て
い

る
。 
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過去最大のラベル関連ミニ機材展 

コロナウィルスで一転中止に！ 

 

 

今
後
さ
ら
に
影
響
が
拡
大
す
る
こ
と
は
必
至 

Ｂ
Ｃ
Ｐ(

事
業
継
続
計
画)

の
活
用
を 
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東

京

都

と

東

京

都

中

小

企

業
団
体
中
央
会
で
は
、
都
内
産

業
の
活
性
化
に
向
け
、
中
小
企

業
の
技
術
・
経
営
基
盤 
の
強
化

を
図
る
た
め
、
受
注
型
中
小
企

業
（
下
請
企
業
）
を
対
象
と
し

て
、
自
社
の
技
術
・
サ
ー
ビ
ス

の
高
度
化
・ 

高
付
加
価
値
化
に

向
け
た
技
術
開
発
等
の
取
組
を

支
援
し
て
い
ま
す
。 

 

１
．
事
業
概
要 

概
要
・
自

社
の
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
の
高
度

化
・
高
付
加
価
値
化
に
向
け
た

技
術
開
発
等
に
要
す
る
経
費
の

一
部
を
助
成 

し
ま
す
。 

 

対
象
者
・
●
東
京
都
内
に
本

店
（
組
合
は
主
た
る
事
務
所
）

が
あ
り
、
令
和
２
年
４
月
１
日

現

在

で

引

き

続

き

２

年

以

上 

事
業
を
営
ん
で
い
る
中
小
企
業

者
等
（
会
社
・
個
人
事
業
者
・

組
合
等
） 

●
上
記
中
小
企
業
者

等
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
中
小

企
業
グ
ル
ー
プ 

申
請
区
分 

●
業
種
に
関
す

る
区
分 

【
も
の
づ
く
り
区
分
】 

日
本
標
準
産
業
分
類
に
お
い
て

「
大
分
類 

E
 

製
造
業
」
に
該
当 

     

す
る
事
業
者
が
行
う
、
自
社

の
技
術
の
高 

度
化
・
高
付
加
価

値
化
に
向
け
た
技
術
開
発
等
を

行
う
も
の 

（
取
組
例
） 

◆
薄

型
化
・
小
型
化
に
向
け
、
加
工

技
術
の
精
度
向
上
を
図
る
取
組 

【
受
託
サ
ー
ビ
ス
区
分
】 

日
本

標
準
産
業
分
類
に
お
い
て
「
大

分
類 

E
 

製
造
業
」
に
該
当
す
る

以
外
の
事
業
者
が
行
う
、
自
社

の
サ 

ー
ビ
ス
の
高
度
化
・
高
付

加
価
値
化
に
向
け
た
技
術
開
発

等
を
行
う
も
の 

（
取
組
例
） 

◆

受
発
注
を
可
視
化
す
る
シ
ス
テ

ム
を
構
築
し
、
顧
客
対
応
力
を

向
上
さ
せ
る
取
組 

 

◎
本
事
業
は
、
下
請
企
業
の
技

術
開
発
等
を
対
象
と
し
て
お
り
、

最
終
消
費
者
に
直
接
提
供
さ
れ

る
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

取 

組
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。 

 

●
規
模
に
関
す
る
区
分 

【
小

規
模
企
業
区
分
】 

 

中
小
企
業

基
本
法
に
定
め
る
小
規
模
企
業

者
に
該
当
し
、
小
規
模
企
業
区

分
で
の
申
込
み
を
希
望
す
る
事

業
者 

 

【
一
般
区
分
】  

上
記
以
外
の 

     

事
業
者
及
び
上
記
に
該
当
す
る

事
業
者
の
う
ち
、
一
般
区
分
で 

の
申
請
を
希
望
す
る
事
業
者 

 

◎
小
規
模
企
業
区
分
に
該
当
す

る
事
業
者
も
、
一
般
区
分
に
応

募
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。 

対
象
期
間 

 

令
和
２
年
７
月
１
日
（
水
） 

～ 

令

和

３

年

９

月

３

０

日

（
木
）
（
１
年
３
か
月
以
内
） 

助
成
金
額 

【
小
規
模
企
業
区

分
】 

１
，
０
０
０
万
円
以
内 

【
一
般
区 

分
】 

２
，
０
０
０

万
円
以
内 

 

助
成
率 

助
成
対
象
経
費
の

３
分
の
２
以
内 

対
象
経
費 

 

原
材
料
・
副
資
材
費
、
機
械

装
置
・
工
具
器
具
費
、
委
託
・

外
注
加
工
費 
産
業
財
産
権
出

願
・
導
入
費
、
技
術
指
導
受
入

れ
費
、
展
示
会
出
展
・
広
告
費

等 

三

月

に

予

定

さ

れ

て

い

た

事
業
説
明
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中
止
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
事
業
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
や
ご
不
明
な
点

は
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。 

① 

申
請
書
類
提
出
希
望
日
の

事
前
申
込 

東
京
都
中
小
企
業

団

体

中

央

会

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

（h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
t
o
k
y
o
c
h
u
o
k

a
i
.
o
r
.
j
p
/

）
か
ら
「
第
１
回
募

集 

事
前
エ

ン 

ト

リ
ー

申
込

書
」
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必

要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
下
記

の
事
前
エ
ン
ト
リ
ー
期
間
中
に

Ｆ
Ａ
Ｘ
を
送
信 

し
て
く
だ
さ

い
。 

※
事
前
エ
ン
ト
リ
ー
を
さ

れ
て
い
な
い
場
合
、
申
請
書
類

の
提
出
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。 

事
前
エ
ン
ト

リ
ー
期
間 

令
和
２
年
３
月
２

日
（
月
）
～ 

令
和
２
年
４
月
３

日
（
金
） 

 

 

② 

申
請
書
類
提
出
期
間 

令

和
２
年
４
月
６
日
（
月
）
～ 

令

和
２
年
４
月
１
５
日
（
水
） 

※

公
募
要
領
及
び
申
請
書
様
式
は
、

中
央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。 

上
記
申
請
書
提

出
期
間
内
に
、
東
京
都
中
小
企

業
団
体
中
央
会
が
指
定
し
た
日

時
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い 

③ 

申
請
書
類
提
出
場
所 

東
京

都
中
小
企
業
団
体
中
央
会 

支

援
事
務
局 

（
中
央
区
銀
座
２-

１
０-
１
８ 

東
京
都
中
小
企
業

会
館
６
階
） 

                                 

中
小
企
業
基
盤
強
化
事
業
の
募
集
開
始 

受
注
型
中
小
企
業
の
技
術
・
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
を 



第
二
回
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
は
、

二
月
八
日
（
土
）
午
後
四
時
半

よ
り
、
港
区
田
町
の
「
東
京
ポ

ー
ト
ボ
ウ
ル
」
に
於
い
て
組
合

員
、
協
賛
会
な
ど
三
十
五
名
が 

                            

参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
も
二
ゲ
ー
ム
ト
ー
タ
ル

で
争
わ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
レ

ー
ベ
ル
が
大
澤
支
店
長
以
下
十

人
が
参
加
し
、
大
い
に
盛
り
上 

                          

げ
て
く
れ
ま
し
た
。 

が
り
ま
し
た
。 

が
り
ま
し
た
。
し 

ゲ
ー
ム
終
了
後
、
別
室
に
於

い
て
表
彰
式
と
パ
ー
テ
ィ
が
開

か
れ
、
男
子
の
部
で
は
、
そ
の

大
澤
支
店
長
が
見
事
優
勝
、
二

位
は
恩
田
製
作
所
の
恩
田
博
社

長
、
三
位
は
専
務
理
事
の
本
間

敏
道
氏
と
な
り
、
ハ
ン
デ
ィ
に

恵
ま
れ
た
高
齢
者
ト
リ
オ
が
景

品
を
ゲ
ッ
ト
し
ま
し
た
。 

 

女
子
・
子
供
の
部
で
は
、
日

野
旭
堂
の
日
野
秀
子
氏
が
見
事

に
連
覇
を
飾
り
、
二
位
は
日
本

ラ
ベ
ル
の
菊
池
規
子
さ
ん
、
三

位
に
昭
和
レ
ー
ベ
ル
の
阿
部 

雅
美
さ
ん
と
な
り
ま
し
た
。 

 

男
子
の
部
の
ハ
イ
ゲ
ー
ム
賞

は
恩
田
博
氏
、
女
子
の
部
は
北

島
シ
ー
ル
印
刷
の
北
島
清
子
さ

ん
、
ブ
ー
ビ
ー
賞
は
、
男
子
の

部
は
丸
昌
化
学
工
業
の
村
上
貴

洋
氏
、
女
子
の
部
は
昭
和
レ
ー

ベ
ル
の
鈴
木
恵
理
子
さ
ん
、
ス

ス
ト
ラ
イ
ク
賞
は
男
子
は
マ
ル

ウ
接
着
の
村
越
翔
平
氏
、
女
子

の
部
は
日
野
秀
子
さ
ん
で
し
た
。 

 

ま
た
、
特
別
賞
と
し
て
ハ
ッ

ピ
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
賞
に
は
、
家

族
全
員
で
参
加
し
て
く
れ
た
北

島
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
、
ワ
ン
チ
ー

ム
賞
に
は
昭
和
レ
ー
ベ
ル
が
選

ば
れ
ま
し
た
。 

 

更
に
恒
例
の
じ
ゃ
ん
け
ん
大

会
で
は
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

の
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
を
め
ぐ
っ
て

熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

日
本
ラ
ベ
ル
の
川
口
光
芳
氏
が

見
事
ゲ
ッ
ト
し
ま
し
た
。 

 

ラ
ベ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
集 

 
 

 

限
定
六
〇
冊
お
早
め
に 

  

全
日
本
シ
ー
ル
印
刷
協
同
組

合
連
合
会
で
は
「
第
二
九
回
シ

ー
ル
ラ
ベ
ル
コ
ン
テ
ス
ト 

応

募
全
作
品
集
」（
Ａ
四
ク
リ
ア
フ

ァ
イ
ル
に
応
募
全
作
品
の
実
物

を
貼
付
・
印
刷
デ
ー
タ
シ
ー
ト

付
）
が
完
成
し
頒
布
を
開
始
致

し

ま

し

た

（

六

〇

冊

限

定

頒

布
。
） 

本
作
品
集
は
、
今
年
の
第
２

９
回
シ
ー
ル
ラ
ベ
ル
コ
ン
テ
ス

ト
に
応
募
さ
れ
た
全
作
品
を
網

羅
し
て
、
作
品
製
作
に
際
し
て

の

使

用

の

印

刷

機

械

メ

ー

カ

ー
・
使
用
イ
ン
キ
・
使
用
原
紙

材
料
銘
柄
な
ど
の
他
、
作
品
の

用
途
・
機
能
・
製
作
秘
話
な
ど

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

価
格
は
一
部
二
万
四
千
五
百
円

（
税
・
送
料
込
み
）
購
入
ご
希

望
の
方
は
、
お
早
目
に
お
申
し

込
み
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

（T
E

L
0

3
-5

8
1

2
-5

7
1

7

）
へ
。 

                                 

 

第 2 回ボーリング大会 於・東京ポートボウル  

組合員、協賛会など３５名で珍プレー、好プレーが 



■
健
康
と
は
何
か
？ 

 
二
〇
〇
二
年
に
わ
が
国
で
制

定
さ
れ
た
健
康
増
進
法
に
は
、

「
国
民
は
、
健
康
な
生
活
習
慣

の
重
要
性
に
対
す
る
関
心
と
理

解
を
深
め
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
、

自
ら
の
健
康
状
態
を
自
覚
す
る

と
と
も
に
、
健
康
の
増
進
に
努

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と 

               

謳
（
う
た
）
わ
れ
、
健
康
の
維

持
・
増
進
に
つ
と
め
る
こ
と
が
、

国
民
の
責
務
で
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

h
ttp

s
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e
d
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で
は
、
そ
も
そ
も
健
康
と
は

な
ん
で
し
ょ
う
か
。
一
九
七
八

年
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）

で
採
択
さ
れ
た
ア
ル
マ
・
ア
タ

宣
言
に
よ
れ
ば
、「
健
康
と
は
身

体
的
・
精
神
的
・
社
会
的
に
完

全
に
良
好
な
状
態
で
あ
り
、
単

に
疾
病
の
な
い
状
態
や
病
弱
で

な
い
こ
と
で
は
な
い
。
健
康
は

基
本
的
人
権
の
一
つ
で
あ
り
、

可
能
な
限
り
高
度
な
健
康
水
準

を
達
成
す
る
こ
と
は
最
も
重
要

な
世
界
全
体
の
社
会
目
標
で
あ

る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
す
な
わ
ち
、
健
康
と
は
、
身

体
的
に
健
全
な
だ
け
で
な
く
、

生
き
が
い
や
幸
福
感
と
い
っ
た

精
神
的
な
要
素
が
満
た
さ
れ
、

家
庭
や
職
場
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の

社
会
で
、
良
好
な
人
間
関
係
を

も
ち
、
信
頼
に
も
と
づ
く
円
滑

な
社
会
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
て
こ
そ
は
じ
め
て
達
成
さ
れ

る
も
の
、
と
い
え
そ
う
で
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
す
べ
て
の

人
々
が
享
受
す
る
こ
と
が
、
二

十
一
世
紀
に
お
け
る
万
国
共
通

の
目
標
で
あ
る
と
宣
言
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

■
こ
こ
ろ
の
健
康
と
は 

 

病
気
と
い
う
と
身
体
の
不
具

合
を
連
想
し
が
ち
で
す
が
、
も

と
よ
り
“
か
ら
だ
”
と
“
こ
こ

ろ
”
と
は
不
可
分
の
も
の
で
あ

り
、
ス
ト
レ
ス
に
曝
（
さ
ら
）

さ
れ
る
機
会
の
ふ
え
た
現
代
社

会
で
は
、
こ
こ
ろ
の
病
気
も
重

要
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

ま
た
、
一
見
す
る
と
、
か
ら

だ
に
は
ま
っ
た
く
異
常
が
認
め

ら
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
う
し
た
ス
ト
レ
ス
の
影
響
か

ら
か
ら
だ
の
不
調
を
訴
え
る
人

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

具
体
的
に
は
、 

 

自
分
の
感
情
に
気
づ
い
て

表
現
で
き
る
こ
と(

情
緒
的
健

康) 

 

状
況
に
応
じ
て
適
切
に
考

え
、
現
実
的
な
問
題
解
決
が
で

き
る
こ
と(

知
的
健
康) 

 

他
人
や
社
会
と
建
設
的
で

よ
い
関
係
を
築
け
る
こ
と(

社

会
的
健
康) 

 

人
生
の
目
的
や
意
義
を
見

出
し
、
主
体
的
に
人
生
を
選
択

す
る
こ
と
（
人
間
的
健
康
） 

 

以
上
が
、
大
切
な
要
素
で
あ

り
、
こ
こ
ろ
の
健
康
は
「
生
活

の
質
」
に
大
き
く
影
響
し
て
き

ま
す
。 

 

ま
た
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に
は
、

個
人
の
資
質
や
能
力
の
他
に
、

身
体
状
況
、
社
会
経
済
状
況
、

住
居
や
職
場
の
環
境
、
対
人
関

係
な
ど
、
多
く
の
要
因
が
影
響

し
、
な
か
で
も
「
身
体
の
状
態

と
こ
こ
ろ
」
は
相
互
に
強
く
関

係
し
て
き
ま
す
。 

 

■
健
全
な
精
神
に
健
全
に
肉

体
宿
る
？ 

心

身

症

と

い

う

名

称

が

あ

る
よ
う
に
、
以
前
か
ら
、
あ
る

種
の
疾
病
の
発
症
や
進
展
に
心

理
的
な
要
因
が
影
響
す
る
こ
と

が
知
ら
れ
て
お
り
、
最
近
で
は

こ
の
関
係
が
実
証
さ
れ
て
き
て

い
る
よ
う
で
す
。
例
え
ば
、
ス

ト
レ
ス
が
多
い
と
風
邪
な
ど
の

感
染
症
に
か
か
り
や
す
く
な
る

こ
と
、
な
ど
は
有
名
で
す
。 

 

こ

こ

ろ

の

健

康

を

保

つ

に

は
多
く
の
要
素
が
あ
り
、
適
度

な
「
運
動
」
や
、
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
「
栄
養
・
食
生
活
」
は 

身
体
だ
け
で
な
く
こ
こ
ろ
の
健

康
に
お
い
て
も
重
要
な
基
礎
と

な
る
も
の
と
な
り
得
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
に
、
心
身
の
疲
労
回

復
と
充
実
し
た
人
生
を
目
指
す

「
休
養
」
が
加
え
ら
れ
、
健
康

の
た
め
の
「
３
つ
の
要
素
」
と

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

十
分
な
睡
眠
を
と
り
、
ス
ト
レ

ス
と
上
手
に
つ
き
あ
う
こ
と
は

こ
こ
ろ
の
健
康
に
欠
か
せ
な
い

要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

【
参
考
資
料
】 
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No162 健康がいちばん !   

「健康」とは何でしょうか 

生きがいや、幸福感も重要に 

https://medical.jiji.com/medical/
https://medical.jiji.com/medical/
http://www.s3wam.net/mental-health/
http://www.s3wam.net/mental-health/


  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
萩

原

工

業

エ

ン

ジ

ニ

ア

リ

ン
グ
事
業
部(

岡
山
県
倉
敷
市

水
島
中
通
一
丁
目
四
番
地 

☎

〇
八
〇-

四
四
〇-

〇
八
五
〇)

で
は
、
ラ
ベ
ル
用
検
査
器
付
二

軸
タ
ー
レ
ッ
ト
式
セ
ン
タ
ー
ド

ラ
イ
ブ
ス
リ
ッ
タ
ー
「H

D
T

 

 

    
 

 

                   

 

 

-9
0

4
1

-4
0

0

」
を
開
発
し
本
社

工
場
に
て
常
設
展
示
し
て
い
ま

す
。 

 

同
社
は
ス
リ
ッ
タ
ー
業
界
の

中
で
最
後
発
で
す
が
、
す
で
に

市
場
を
獲
得
し
て
い
る
同
業
他

社
と
同
じ
こ
と
を
し
て
い
て
は 

                        

  

勝
て
な
い
と
、
ユ
ー
ザ
ー
の
要

望
を
い
か
に
取
り
入
れ
、
使
い

や
す
い
機
械
を
提
案
す
る
か
に

力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

そ
の
結
果
市
場
ニ
ー
ズ
に
あ

っ

た

多

種

多

様

な

機

械

を

提

案
・
開
発
、
ま
た
品
質
や
作
業

効
率
に
高
い
評
価
を
得
て
、
今

日
で
は
ス
リ
ッ
タ
ー
で
は
業
界

国
内
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て

い
ま
す
。 

 

主
な
特
長
は
次
の
通
り
。 

■
最
高

2
5

0
m

/m
in

の
高
速
で
、

未
検
査
部
無
し
の
検
品
ス
リ
ッ

ト
が
可
能
。 

■2

軸
タ
ー
レ
ッ
ト
機
構
に
よ

る
高
効
率
作
業
。 

■
枚
数
設
定
で
ラ
ベ
ル
間
を
正

確
に
カ
ッ
ト
す
る
端
末
自
動
カ

ッ
ト
機
構
搭
載
。 

■
自
動
で
不
要
ラ
ベ
ル
を
剥
が

す
こ
と
が
で
き
る
ラ
ベ
ル
剥
が

し
機
構
搭
載
。 

機
械
仕
様
は
次
の
通
り
。 

 

■
有
効
幅=

三
五
〇
㎜
■
ロ

ー
ル
面
長
さ=

四
〇
〇
㎜
■
巻

き
出
し
最
大
径=

∅

六
五
〇
㎜
■

巻
き
出
し
コ
ア
内
径=

三
イ
ン

チ
■
巻
き
取
り
最
大
径=

∅

四
〇 

 

  

〇
㎜
■
巻
き
取
り
コ
ア
内
径=

三
イ
ン
チ
■
最
小
ス
リ
ッ
ト
幅

=

十
五
㎜
■
ス
リ
ッ
ト
方
式=

シ

ャ
ー
カ
ッ
ト
屈
折
切
り
■
ラ
イ

ン
速
度=

二
五
〇m

/
m
i
n

■
オ
プ

シ
ョ
ン
装
備=

静
電
気
除
去
装

置
、
耳
ガ
イ
ド
、
耳
ダ
ク
ト
、

耳
用
カ
ッ
ト
ブ
ロ
ア
ー
■
巻
き

出
し
張
力
範
囲=

三
〇
～
一
二

〇n

全
幅
■
巻
き
取
り
張
力
範

囲=

二
〇
～
五
〇N

全
幅
■
電

源=
A
C
2
0
0
V
 

 

こ
の
他
に
も
「
ラ
ベ
ル
用
一

軸
セ
ン
タ
ー
ド
ラ
イ
ブ
ス
リ
ッ

タ
ーH

S
F

-9
0

4

」
も
あ
り
ま
す
。 

■
最
高

2
5

0
m

/m
in

の
高
速
ス

リ
ッ
ト
作
業
が
可
能
。 

■
枚
数
設
定
で
ラ
ベ
ル
間
を
正

確
に
カ
ッ
ト
す
る
自
動
カ
ッ
ト

機
構
付
。 

■
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
ー
に
よ
る
高

精
度
巻
取
。 

■
ラ
ベ
ル
抜
け
検
知
セ
ン
サ
、

静
電
除
去
装
置
等
オ
プ
シ
ョ
ン

設
定
可
能
。 

 

ス
リ
ッ
タ
ー
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
は
左
記
ま
で
。 
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第
一
七
六
回 

「
萩 

原 

工 

業
」 

 
 

な 

る 

ほ 

ど
・ 

ざ 

・ 

新 

製 

品 

コンセプトはリサイクル&リデュース 

ペットボトルから生まれた合成紙  
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